
内
閣
衆
質
一
六
〇
第
五
五
号

平
成
十
六
年
八
月
二
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
基
地
従
業
員
の
労
務
管
理
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
六
年
八
月
二
十
四
日
受
領

答

弁

第

五

五

号



衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
基
地
従
業
員
の
労
務
管
理
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

全
駐
留
軍
労
働
組
合
沖
縄
地
区
本
部
か
ら
那
覇
防
衛
施
設
局
に
対
し
平
成
十
六
年
六
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
た
日
本
国
と

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に
お
け
る
合

衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
（
昭
和
三
十
五
年
条
約
第
七
号
。
以
下
「
日
米
地
位
協
定
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条
�
�

に
規
定
す
る
諸
機
関
の
一
つ
で
あ
る
陸
軍
及
び
空
軍
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
サ
ー
ビ
ス
沖
縄
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
（
以
下
「
エ
ク
ス

チ
ェ
ン
ジ
」
と
い
う
。
）
の
職
場
環
境
の
改
善
に
関
す
る
申
入
れ
に
係
る
御
指
摘
の
件
に
つ
い
て
は
、
同
局
に
お
い
て
、
関

係
者
か
ら
の
事
情
聴
取
及
び
関
係
書
類
の
検
討
に
よ
り
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
に
お
い
て
は
、
御
指
摘
の
二
名
の
女
性
の
駐
留
軍
等
労
働
者
が
そ
の
職
場
に
お
い
て
体
調
不
良
に
陥
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
勤
務
状
況
と
の
間
の
因
果
関
係
を
確
認
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
右
二
名
以
外
の
女
性

の
駐
留
軍
等
労
働
者
が
そ
の
職
場
に
お
い
て
深
夜
勤
務
の
翌
日
に
早
朝
勤
務
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
の
話
を

総
合
す
れ
ば
、
特
別
な
行
事
に
対
応
す
る
た
め
、
上
司
か
ら
の
強
制
又
は
命
令
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
打
診
に
当
該

駐
留
軍
等
労
働
者
が
応
じ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。
那
覇
防
衛
施
設
局
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
を
踏
ま
え
、
エ
ク
ス
チ
ェ
ン

一



ジ
に
対
し
、
駐
留
軍
等
労
働
者
の
健
康
管
理
に
万
全
を
期
す
よ
う
、
ま
た
、
無
理
な
業
務
遂
行
が
な
さ
れ
な
い
よ
う
申
し
入

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
御
指
摘
の
諸
機
関
労
務
協
約
に
お
い
て
は
、
駐
留
軍
等
労
働
者
の
通
常
の
勤
務
時
間
は
、
そ
の
採
用
時
に
お
い
て
、

本
人
に
通
知
さ
れ
る
旨
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
通
常
の
勤
務
時
間
を
含
む
就
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、
本
人
に
通
知
さ
れ

る
旨
の
規
定
は
な
い
。
他
方
、
同
協
約
に
お
い
て
は
、
通
常
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
、
「
防
衛
施
設
庁
は
、
緊
急
の
場
合
を

除
き
、
そ
の
変
更
の
発
効
日
の
五
労
働
日
前
に
通
知
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
い
わ
ゆ
る
間
接
雇
用
制
度
の
下
に
お
い
て
は
、
我
が
国
に
駐
留
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
「
合
衆
国
」
と

い
う
。
）
の
軍
隊
（
以
下
「
合
衆
国
軍
隊
」
と
い
う
。
）
の
施
設
及
び
区
域
に
勤
務
す
る
駐
留
軍
等
労
働
者
の
雇
用
主
は
日

本
政
府
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
使
用
者
は
合
衆
国
軍
隊
で
あ
っ
て
、
具
体
的
な
労
働
条
件
等
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
基
本

労
務
契
約
及
び
諸
機
関
労
務
協
約
並
び
に
船
員
契
約
（
以
下
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
「
労
務
提
供
契
約
」
と
い
う
。
）
に
お
い

て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
労
務
提
供
契
約
が
我
が
国
の
労
働
関
係
の
諸
法
令
の
定
め
に
合
致
し
な
い
点
も
一
部
存
在
す
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ

二



い
て
は
、
我
が
国
の
労
働
関
係
の
諸
法
令
に
沿
っ
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
従
来
か
ら
合
衆
国
と
の
間
で
協
議
し
、
労
務
提
供

契
約
の
改
正
に
つ
い
て
調
整
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

累
次
政
府
と
し
て
答
弁
し
て
き
て
い
る
と
お
り
、
日
米
地
位
協
定
第
十
二
条
�
に
い
う
「
別
段
の
合
意
」
と
は
、
同
条
�

の
定
め
を
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
労
務
提
供
契
約
は
右
の
「
別
段
の
合
意
」
に
当
た
る
も
の
で
は
な
い
。三


